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5． 千葉市 に お け る 非常時の 飲料 水確

　　保対策等 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　中村　暢宏
撃

　 5．1　 は じめ に

　本市に お い て は，「安全 で 災害 に強 い まち づ く

り」を市政 の 重要課題の
一

っ と して ，こ れ ま で も

防災対策 に 積極的に 取 り組ん で い る。

　まず，本市 の 防災対策の 基本で あ る地 域防災 計

画は，昭和 62 年 12 月 に 発生 した千葉県東方沖地

震 に お い て ，本市 に家屋 の
一

部損壊 や液状化が発

生 した こ とを契機に ， 関東大震災 と同規模 の 地震

が襲 っ た場合の 被害想定を行 い ，こ れを基 に ，平

成 6 年 1月に全面的な修正を 行 っ た 。

　 しか し， 平成 7 年 1 月に 発生 した兵庫県南部地

震 は大都市直下の地震と して ，近代都市が 抱え る

さ ま ざ ま な 問題 を 提起 し，そ の 対策を 緊急 に 講ず

る必要性か ら，地域防災計画 の 「災 害応急 対策計

画」を中心 に ，直下型地震 に 対応 で き る 計画 に 見

直 し を行い ，昨年 5 月 に 修正 を図 っ た。

　 こ うした地域防災計画 の 見直 し作業 と並行して ，

緊急に対処す べ き対策に っ い て は，平成 7 年度 は

前年度の 10 倍の 26 億円 ， また ， 平成 8 年度 ・9

年度 ・10 年度 の 3 か 年で 142 億 円 の 事業 費を 計

上 し， 災害に強い まちづ く り に鋭意取 り組ん で い

る 。

　5．2　阪神 ・淡路大震災を教訓 と した防災対策

　 5．2．1　飲料水確保対策

　阪神 ・淡路大震 災 に お い て は，多くの 人命を奪 っ

た 建物や構造 物 の 破壊 は もち ろ ん ， 水道 ， ガ ス ，

電気等の い わゆる ラ イ フ ラ イ ン の被害が被災者 の

避難生活や復旧等に大きな支障を与え，特に ，水

道 は約 130 万戸が断水 し，完全復旧ま で 約 3 か 月

を要 し， そ の 間， 水の確保に 大変苦労 された と こ

ろ で あ る 。 水道 の 復旧が 進ま な い 中 で ，井戸水や

湧 き水が被災者を支え る命の水に な っ た こ とか ら，

本市 で は災害時 の 飲料水 と し て ，井戸を 活用 し た

「水」の 確保に取り組ん で い る 。

　そ の 対策 として 従来か ら地区の 防災拠点 とな る
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区役所，又は隣接の 消防署等 に ，井戸，耐震性貯

水槽，ろ過装置，塩素滅 菌器，自家 発電 機で 構成

す る 「耐震性井戸付貯水槽」 （図 5−1）を 8 か所 ，

ま た，プ ール な どの 水 を飲料水 と して 利 用す る た

め の 「ろ過 浄水装置」 を学校等 に 15 か所整備 を

図 っ て い た 。

　 しか しt 平成 7 年度よ り飲料水対策を充実する

た め
， 新た に中学校区 （56）を単位 に，避難所 と

な り給食施設を有する小学校 に ， 深さ 120m の 井

戸 ， 滅菌装置及 び 自家発電装置を備え ，給水量

4，5001／h の 非常用 井戸 （図 5−2，写翼 5−1） の 整

備 を 進 め る と と もに
， 各区 （6 区） に 1 か所ず っ
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図 5−2　非常用井戸 フ ロ
ー

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Natural 　Disaster 　Soienoe

llo 鞍 誌 喰 鹸 融 驟 駆 ・臆 鞴 鋤 蟹鵬 噺 飆 の 購 瀬 防歟 撫 こ
．
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避難場噺 に捲定 して い る公園内に ， 耐震 性薺声付

貯水槽と備叢倉鷹を備え た災害硲急対策施設 の 整

備を進め て い る （塚纂 5．2）。

　こ れ ら爵画 され て い る施設整備が終了する甲成
14 年痩末 に は ・ 耐震性井戸1寸貯水槽 17 か 所 ， 非

鴬真 5−1　非常 婿 井戸

零翼 5な　災害応急対策施設

ee　5−1

常網井戸 56 か漸， ろ過浄承鼓 置 25 か 所 とな り，
全て の 施設が 24 時間稼 働 し た場 合，給水量 は

1 
，
488kl とな る 。 （表 5−1）

　 また・お 風 呂や さん が 灌常営業期 に使月堀、て い

る艸戸水を災害9寺に は優先供給 して もら え る よ う，
平威 8 年 7 月に 千翼市公衆浴場環境衛生協罰組合
干葉支部 （33 浴場）と 「災害時 に お 酵 る 飲 料水の

供給協力 に 関する櫨簸．iを締結 し，平 成 9 年 度に

は，櫨定を よ り実効牲の あ るもの に するた め，フ

レ キ シ ブ ル 搬 一ブ を設置 し給水管 の 耐震蜘 ヒを

図 っ 式侮

　さ らに・農業用井戸 に つ い て も飲料水 と して 水

質適合 し・カ・ っ 諸粂 件を盞蕣プこ しノこ 13 水恥i紐 合 の

2鉢 に ）い
一
rr 平成 8年 8 勲 こ 隈 窖時に お ける

応急農業用井戸水雛給に 関す る協定」を締結 した
。

　庖の 整講す る給水施設 と協定締結 に よ る 給水 を

含 め る と・災害時 に 86 万金市混 が 必 費と す る飲

料7t〈・暫 翻 水 に つ い て は概 ね 麟 で 謁 も鋭

考え て い る。
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域防災無線の整備を進め て お り，本年 4 月か ら 1

部運用を開始 した。 こ の 無線設備 は警察 ， 自衛隊

等 の 防災関係機関や電気，ガ ス 等の 生活関連機関，

さ らに，避難所となる小 ・中学校等 に も整備 を進

め て い る 。

　 さ ら に，本年度，2 機 目の 消防 ヘ リ コ プ タ
ー

を

導入 しヘ リ コ プ ター
テ レビ 伝送 シ ス テ ム を搭載す

る予定 で あ る 。 こ れ に よ り，よ り迅速 ・ 的確な 情

報 の 把握が可能と な る。

　 第 2 点目は，市民 の 避難場所 ・ 避難所の 整備 に

つ い て で あ る 。

　避難場所 ・避難所 に っ い て は見直 しを行 い
， 市

内の小 ・中 ・高等学校 ， 公民館，コ ミ ュ ニ テ ィ セ

ン ター，さ らに は 1 ヘ ク タール 以上 の 公 園等を指

定 した ほか，大規模な公園や 広場 な ど の 広域避難

場所 に 7 か所の ゴ ル フ 場を追加指定 し， こ れ に よ

り避難場所 ・ 避難所は 315 か所 ， 広域避難場所 は

37 か所 と な っ て い る。

　次 に，防災備蓄品 の 整備は ， 非常用食糧に っ い

て は，従来，乾 パ ン を主 に備蓄 して い た が，高齢

者や幼児 を考慮 しア ル フ ァ 米や ク ラ ッ カ ー
を追 加

し，想定罹災者の 3 食分約 47 万食を確 保す る と

ともに ， 毛布 ， 簡易組立 トイ レ や ノ コ ギ リ，バ ー

ル ，ジ ャ ッ キ等の 応急救助用資 機材等 を ， 各区役 ．

所，消防署等の 備蓄倉庫に整備す る と とも に，非

常用井戸 を整備 した小学校 の 余裕教室等を活用 し

分散備蓄を進めて い る。

　こ の ほ か，防災拠点施設とな る消防署や，避難

所とな る小 ・中学校及 び福祉施設等 の 市有建築物 ，

さらに は橋梁等の 耐震診断 を実施する と と もに，

こ の 診断結果 に基 づ き補強工 事を 計画的 に 進 め る

ほ か，市民 へ の 防災意識の高揚 を図る た め，避 難

場所等 の 防災情報や 日頃の 備えを記 載 した ， 区別

の防災マ ッ プの 全世帯配布，さ らに は，地 震に よ

る被害を最小限 に と ど め る た め に は，「自分達の

まち は 自分達で守る」 と い う地域 の 防災体制を強

化す る必要が あ る こ とか ら，平成 12 年度末ま で

に 自主防災組織を 877 組織まで 引き上げる こ とと

し，梍談 ・指導体制を充実す る とと もに ， 助成制

度を拡充 し， 新た に資機材購入助成 を設 ける等育

成強化に努め て い る 。
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　 こ の 結果 ， 平成 7 年 4 月 は 397 組織 ， 組織率

37．9％で あ っ た が，平成 10年 4 月に は 571 組織

51 ．4％と な っ た 。

　 こ の よ うに ，災害に 強 い まち づ く りを 目指 し，
ハ ード，ソ フ ト両面か ら総合的な防災対策事業に

積極的に 取 り組ん で い る 。

　 5．3　今後の 課題

　災害時の飲料水 に つ い て は，量 的 に は概ね 確保

で き， 給水ポ イ ン トは計画中 の 施設 と協定締結の

施設で 156 か所 とな り，市街地で は概ね 半径 l

km に 1か所とな る。

　 しか し，給水 ポ イ ン トか ら の 運搬，ま た，交通

渋滞等に より給水に支障を きたす事が想定され る

た め，さ らに ， 事業所 ・ 団体及 び市民 の 所有 して

い る井戸を，災害対策用井戸 と し て の 活用を含 め
，

地域の実態等を踏 まえ な が ら， よ り細か い 対溶方

法を検討す る必要 が あ る 。

6．
’
防災対策の タテ マ エ とホ ン ネ

　　　　　　　　　　　　　　　　持田　忠男
t

　川崎市 で は ， 昭和 49 年 「川崎直下地震」の 切迫

性が 予知連か ら発表さ れ，当時大 騷 ぎ した 経験が

あ る。 結果的に は地下水規鰯に よ る地盤 の 異常隆

起に よ る もの と訂正 されたが ， 川崎市の 地震対策

に は，大き な貢献 を Lた 。 そ の 後の 防災対策が ，

風水害対策か ら地震対策を中心に行うよ うに な っ

た こ と，更 に 「兵庫県南部地 震」 の 教訓か ら ， 各

種 の 対策を進 め て きたが，市の 防災 の 観点 が正 し

か っ た か
， 誤 っ て い た の か ， 川 崎市 の 防災対策 の

現状と課題 を ， 防災対策担当者 と して ，で き る だ

け素直 に 記述 した い
。

　 6．1　 は じめ に

　川崎市で は ， 従来か ら地震対策を防災対策の最

優先施策 として 捉え ， 「全国に 先駆け て」を合言葉

に 各種対策を講じ て きた
。 例えば防災 セ ン タ

ー
の
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